
７）学術委員会 

委 員 長：門田 英輝 

委 員：小川 令、樫山 和也、上薗 健一、清水 雄介、鈴木 良典 

髙木 誠司、林田 健志、松浦愼太郎、松峯  元、松村  一 

宮本 純平、森  弘樹、八巻  隆、横田 和典 

開催年月日：①2022年 11月 9日（zoom） その他、適宜メール委員会 

活動の概要： 

１． 学術講習会の e-learning 化について委員会で意見交換を行い、理事会に上申

し、2022年度より e-learningを導入することを決定した。 

２． 2022年 4月 20日、春季学術講習会の e-learning配信を「腫瘍」をテーマとし

て開始した。受講者 516名であった。 

３． 2022 年 10 月 13 日、秋期学術講習会の e-learning 配信を「瘢痕・瘢痕拘縮・

ケロイド」をテーマとして開始した。受講者 265 名(3 月 15 日時点)であった。 

４． 2022年 4月 21日、第 65回日本形成外科総会・学術集会にて学術委員会企画セ

ミナー「Journal of Plastic and Reconstructive Surgery 誕生記念 −英文誌

を知り、英語論文を攻略する−」を開催した。2022年 10月 13日、第 31回日本

形成外科基礎学術集会にて学術委員会企画セミナー「論文エキスパートに聞

く! 英語論文集中講座」を開催した。 

５． 2022年度より、これまで基礎部門と臨床部門で 1編ずつであった学術奨励賞を

それぞれ 3編ずつに増やすことを決定した。 

６． 2022年度学術奨励賞は機関誌以外の掲載論文に関して公募を行い、計 16編(基

礎部門 8編、臨床部門 8編)の応募があり、候補論文編(基礎部門 4編、臨床部

門 5編)を理事会に上申し、以下の 6編に決定した。 

【基礎部門】 

＜最優秀賞＞  

受賞者：素輪 善弘 

論文名：Injectable Prevascularized Mature Adipose Tissues (iPAT) to 

Achieve Long-Term Survival in Soft Tissue Regeneration 

掲載誌：Adv. Healthcare Mater 

＜優秀賞＞   

受賞者： 渋谷 陽一郎 

論文名：Therapeutic downregulation of neuronal PAS domain 2 (Npas2) 

promotes surgical skin wound healing 

掲載誌： eLife   

＜優秀賞＞   

受賞者： 髙谷 健人 

論 文 名 ： Actin cable formation and epidermis–dermis positional 

relationship during complete skin regeneration 

掲載誌： Scientific Reports 

【臨床部門】 

＜最優秀賞＞   

受賞者： 宇佐美 聡 



論文名：Investigation of Predictors of Successful Replantation of Distal 

Digits at the Nail Bed Level: The Contribution of Digital Nerve Repair 

to Survival Rate 

掲載誌：Plastic and Reconstructive Surgery 

＜優秀賞＞   

受賞者： 徳元 秀樹 

論文名：Relationship between Preoperative Abdominal Wall Strength and 

Bulging at the Abdominal Free Flap Donor Site for Breast Reconstruction 

掲載誌：Plastic and Reconstructive Surgery 

＜優秀賞＞   

受賞者： 鈴木 悠史 

論文名：Photoacoustic lymphangiography exhibits advantages over near-

infrared fluorescence lymphangiography as a diagnostic tool in patients 

with lymphedema 

掲載誌：Journal of Vascular Surgery 

 

 


